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一 般 質 問 　 　主な質問と答弁

安全確保と長寿命化
公共施設再整備基本方針
機能集約と複合化を検討する

救
命
講
習
受
講
に
よ
り

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
率
向
上
を

土
砂
災
害
等
の
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足

団
地
再
生
の
支
援

長
期
的
対
応
策
検
討
を

公共施設再整備プラン（案）の短期プランに位置づけられた労働会館

市
政
へ
の
市
民
参
加

市
長
と
意
見
交
換
実
施

観
光
客
の
避
難
計
画

津
波
避
難
場
所
の
確
保

全
国
各
地
で
土
砂
災
害
が
多
く

発
生
し
て
い
る
最
近
の
状
況
を

鑑
み
、
本
市
に
お
い
て
も
警
戒

区
域
内
に
居
住
す
る
住
民
に
対

し
て
い
か
に
情
報
提
供
を
行
う

か
、
あ
る
い
は
、
ど
の
段
階
で

避
難
勧
告
等
を
出
す
か
な
ど
、

早
急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
土
砂
災
害
等
の
対
策
に

関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
現
在
検
討
を
進

め
て
い
る
。
今
後
も
、
他
市
の

災
害
事
例
に
学
ぶ
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
想
定
し
た

訓
練
の
実
施
や
住
民
へ
の
さ
ら

な
る
説
明
等
に
努
め
、
市
民
の

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
適
切

な
災
害
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

が
搬
送
し
た
心
肺
停
止
事
案
の

う
ち
、
市
民
等
に
よ
り
何
ら
か

の
応
急
手
当
が
実
施
さ
れ
て
い

た
割
合
が
、
二
十
四
年
度
の
全

国
統
計
で
は
四
四
・
三
％
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
本
市
は
六
○

・
四
％
と
高
い
数
値
と
な
っ
て

い
る
。

質
問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
率
の
向
上

の
た
め
、
救
命
講
習
の
普
及
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
の
拡
充
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

救
命
講
習
に
つ
い
て
は
、

夜
間
講
習
、
保
育
つ
き
講
習
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
、
市
民
の

要
望
に
応
じ
て
見
直
し
、
よ
り

受
講
し
や
す
い
講
習
と
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
十
三
年
度
か

ら
中
学
校
、
高
等
学
校
の
生
徒

を
対
象
と
し
た
救
命
講
習
を
実

施
し
て
い
る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、
未
掲
載
の
事
業

所
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

要
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
率
と
救
命
講
習

の
受
講
状
況
、
ま
た
、
そ
の
効

果
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

本
市
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
率

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年

度
は
、
国
と
ほ
ぼ
同
水
準
の
三

・
五
％
だ
が
、
過
去
三
年
間
の

平
均
は
、
全
国
統
計
の
三
・
二

％
に
対
し
、
本
市
は
四
・
五
％

で
あ
る
。
救
命
講
習
は
、
こ
れ

ま
で
二
千
六
百
五
十
二
回
実
施

さ
れ
、
延
べ
八
万
四
千
百
七
十

二
人
が
受
講
し
て
お
り
、
全
国

の
受
講
率
が
約
一
五
％
に
対
し
、

本
市
は
約
二
○
％
と
な
っ
て
い

る
。
効
果
と
し
て
は
、
救
急
隊

が
、
事
故
発
生
時
の
対
策
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

原
子
力
艦
が
相
模
湾
を

航
行
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、

万
が
一
、
事
故
災
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
市
民
の
生
命
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
に
、
福
島
第

一
原
発
事
故
後
に
作
成
さ
れ
た

原
子
力
災
害
対
策
指
針
を
踏
ま

え
適
切
に
対
処
し
て
い
く
。
今

後
は
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
神
奈
川
県
や
近
隣

市
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、

藤
沢
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
や
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
の

必
要
性
も
含
め
て
、
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
よ
り

よ
い
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

武
藤　

正
人（

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
率
の
向
上

に
は
、
救
命
講
習
の
受
講
が
重

加
藤　

な
を
子

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問　

本
来
、
ま
ち
づ
く
り
や

市
政
の
主
役
は
市
民
で
あ
る
た

め
、
市
民
が
積
極
的
に
市
政
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、本
市
で
は
、

市
民
参
加
を
ど
の
よ
う
に
促
し
、

保
障
し
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

本
市
で
は
、
市
民
と
行

政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
前
提
と
な
る
市

政
情
報
は
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
多
様
な
媒
体
を
活

用
し
て
提
供
し
て
い
る
。ま
た
、

市
政
に
対
す
る
意
見
、
提
案
に

つ
い
て
は
、
意
見
提
案
箱
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
っ
て

業
務
に
生
か
し
て
い
る
。
計
画

策
定
や
事
業
の
実
施
等
に
際
し

て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
実
施
し
、
意
見
や
提
案
の
反

映
に
努
め
て
い
る
。

質
問　

市
政
情
報
が
い
つ
出
さ

れ
た
か
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う

意
見
が
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
市
政
へ
の
市
民
参
加

を
よ
り
促
進
す
る
た
め
の
今
後

の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

市
民
参
加
を
促
進
す
る

た
め
に
は
、
わ
か
り
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
市
政
情
報
の
提

供
に
努
め
、
市
民
参
加
の
手
法

や
動
機
づ
け
等
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
年
度
か
ら
、
直
接
、
市

松
長　

泰
幸（ふ

じ
さ
わ
自
民
党
）

質
問　

浸
水
区
域
に
お
け
る
津

波
一
時
避
難
場
所
は
住
民
の
安

全
を
確
保
し
、
生
命
を
守
る
た

め
重
要
で
あ
る
が
、
今
後
の
確

保
の
見
込
み
を
聞
き
た
い
。

柳
沢　

潤
次

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問　

現
在
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
再
整
備
が
全
国
的

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
本

市
で
は
、
本
年
三
月
に
公
共
施

設
再
整
備
基
本
方
針
を
策
定
し

た
。
こ
の
基
本
方
針
の
中
で
、

公
共
施
設
を
現
在
の
規
模
の
ま

ま
で
単
純
に
更
新
し
て
い
く
こ

と
は
き
わ
め
て
困
難
と
し
て
い

る
。
公
共
施
設
再
整
備
を
財
政

負
担
の
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
を

基
本
と
す
る
方
向
性
は
、
施
設

の
設
置
目
的
や
市
民
の
日
常
生

活
と
直
接
か
か
わ
る
と
い
う
本

来
の
あ
り
方
が
二
の
次
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

昨
年
度
策
定
し
た
公
共

施
設
再
整
備
基
本
方
針
で
は
、

現
状
と
課
題
と
し
て
、
公
共
施

設
の
状
況
と
施
設
更
新
に
係
る

財
政
負
担
及
び
人
口
推
計
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
的

に
整
理
す
る
中
で
、
公
共
施
設

の
再
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
、
第
一
に
、
公
共
施
設

の
安
全
性
の
確
保
を
掲
げ
て
い

る
。
公
共
施
設
は
多
く
の
市
民

の
方
々
が
利
用
す
る
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
旧
耐
震
基
準
の

施
設
を
優
先
に
再
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
次
に
、
長
寿

命
化
に
対
す
る
取
り
組
み
を
掲

げ
て
い
る
。
加
え
て
、
将
来
に

わ
た
り
必
要
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
て
提
供
す
る
た
め
、

公
共
施
設
の
機
能
集
約
、
複
合

化
に
よ
る
施
設
数
の
縮
減
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ

の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
機
能

面
の
見
直
し
や
施
設
の
利
用
率

な
ど
を
総
合
的
に
精
査
す
る
こ

と
と
な
る
が
、
特
に
機
能
面
の

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い

よ
う
、
確
実
に
市
民
の
方
々
か

ら
意
見
を
聞
く
中
で
、
実
施
し

て
い
き
た
い
。

吉
田　

淳
基

（
自
由
松
風
会
）

質
問　

東
日
本
大
震
災
か
ら
三

年
半
、
本
市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
強
化
し
、
新
た
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
き
た
。昨
今
、

豪
雨
時
に
お
け
る
土
砂
災
害
に

関
し
て
、市
町
村
の
避
難
勧
告
、

指
示
等
の
お
く
れ
が
指
摘
さ
れ

友
田　

宗
也（み

ん
な
の
党
藤
沢
）

質
問　

郊
外
型
団
地
で
あ
る
湘

南
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
で
は
、
高
齢

て
い
る
。
今
後
の
地
震
、
津
波

及
び
風
水
害
の
本
市
の
対
策
に

つ
い
て
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

多
様
な
災
害
リ
ス
ク
に

適
切
に
対
処
す
る
た
め
、
減
災

の
視
点
か
ら
、
予
防
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、

都
市
防
災
化
計
画
、
防
災
施
設

等
整
備
計
画
、
津
波
災
害
予
防

の
推
進
な
ど
に
位
置
づ
け
て
い

る
事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
同
時

に
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
教

訓
か
ら
、
市
民
の
防
災
意
識
の

向
上
等
に
向
け
て
継
続
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

平
常
時
の
取
り
組
み
を
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
推
進
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
、

災
害
に
関
す
る
情
報
を
活
用
可

能
な
あ
ら
ゆ
る
通
信
手
段
を
用

い
て
、
正
確
に
収
集
し
、
状
況

に
応
じ
て
避
難
勧
告
や
避
難
指

示
を
出
す
必
要
が
あ
る
。特
に
、

化
が
顕
著
に
進
展
し
て
お
り
、

子
育
て
世
代
や
学
生
が
居
住
す

る
た
め
の
有
効
な
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
、
急
激
な
高
齢
化
が

加
速
し
、
防
災
力
、
防
犯
力
の

低
下
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊

な
ど
深
刻
な
事
態
を
招
く
お
そ

れ
が
あ
る
。
団
地
再
生
支
援
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

答
弁　

団
地
再
生
の
課
題
と
し

て
は
、
団
地
だ
け
で
な
く
、
周

辺
も
含
め
た
一
体
的
な
再
生
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
他
市
を

見
る
と
団
地
内
で
限
界
集
落
的

な
状
況
も
見
受
け
ら
れ
る
。
今

後
の
高
齢
化
率
の
上
昇
を
考
え

る
と
、
今
か
ら
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
近
い
将
来
深
刻
な
事
態

を
招
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い

と
捉
え
て
い
る
。
今
後
、
団
地

及
び
周
辺
の
居
住
者
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
応
で
き
る
団
地
再
生
支

援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

団
地
再
生
を
進
め
て
い

く
た
め
、
長
期
的
な
視
点
を
持

っ
て
市
内
集
合
団
地
の
調
査
及

び
、
今
後
の
団
地
の
あ
り
方
を

示
し
た
団
地
再
生
基
本
方
針
の

策
定
を
す
ぐ
に
で
も
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

他
の
自
治
体
と
同
様
に

本
市
で
も
団
地
及
び
団
地
周
辺

に
お
い
て
、
住
民
の
高
齢
化
と

住
宅
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
む

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
対
応

が
遅
く
な
れ
ば
、
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
が
生
じ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
現
在
、
住
宅
政

策
を
担
当
す
る
課
は
複
数
に
分

か
れ
て
い
る
が
、
横
断
的
連
携

を
図
る
中
で
、
市
内
集
合
住
宅

の
実
態
調
査
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
、
県
住
宅
供
給
公

社
、
居
住
者
な
ど
と
協
議
、
調

整
を
行
い
、
長
期
的
な
対
応
策

の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

 

原
子
力
艦
事
故
に
対
す
る
災
害
対
策

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る

脇　

礼
子（

か
わ
せ
み
ク
ラ
ブ
）

質
問　

米
軍
横
須
賀
基
地
に
配

備
さ
れ
て
い
る
原
子
力
空
母
の

原
子
力
事
故
に
備
え
、
対
策
を

構
築
す
べ
き
と
考
え
る
。
国
は

原
子
力
艦
の
災
害
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
八
年
前
に
定
め
た
が
、

こ
の
見
直
し
の
動
向
及
び
市
の

対
策
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

国
は
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
、
福
島
第
一
原
発
事

故
を
受
け
た
原
子
力
安
全
規
制

の
見
直
し
等
を
踏
ま
え
、
適
切

に
対
処
す
る
と
し
て
い
る
。
本

市
と
し
て
は
、
原
子
力
艦
事
故

対
策
を
地
域
防
災
計
画
に
盛
り

込
ん
で
い
る
他
の
自
治
体
の
状

況
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市

民
の
安
全
安
心
を
守
る
と
い
う

決
意
の
も
と
、
関
係
各
部
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

本
市
と
横
須
賀
基
地
の

距
離
は
約
二
十
五
㌔
㍍
あ
り
、

原
子
力
艦
事
故
災
害
を
想
定
し

た
危
機
意
識
が
必
要
と
考
え
る

マ
ッ
プ
掲
載
に
つ
い
て
協
力
を

得
る
こ
と
に
よ
り
充
実
を
図
り
、

市
民
に
広
く
周
知
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
率
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

答
弁　

今
後
、
津
波
避
難
ビ
ル

と
し
て
指
定
す
る
予
定
の
主
な

施
設
と
し
て
、
新
築
中
の
湘
南

白
百
合
学
園
幼
稚
園
が
十
月
に
、

ま
た
、
新
江
ノ
島
水
族
館
の
改

修
工
事
が
年
内
に
そ
れ
ぞ
れ
完

了
予
定
で
あ
り
、
両
施
設
で
最

大
二
千
三
百
十
九
人
の
収
容
が

可
能
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
既

存
の
建
物
で
基
準
を
満
た
し
、

協
議
中
の
施
設
が
十
五
カ
所
あ

り
、
新
築
さ
れ
る
建
物
も
で
き

る
限
り
交
渉
を
行
い
、
津
波
避

難
場
所
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

夏
の
繁
忙
期
に
は
、
平

均
七
万
人
に
も
及
ぶ
海
水
浴
客

で
に
ぎ
わ
う
こ
と
か
ら
、
災
害

時
に
近
隣
住
民
が
避
難
で
き
な

く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

観
光
客
の
避
難
計
画
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

観
光
客
の
避
難
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
な
る
津
波
避
難
場

民
の
意
見
、地
域
の
声
を
聞
き
、

と
も
に
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
く
機
会
と
し
て
、
十

三
地
区
で
市
民
と
市
長
と
の
意

見
交
換
を
実
施
し
て
い
く
。
今

後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
参
加

の
機
会
を
提
供
す
る
に
当
た
っ

て
、
実
施
方
法
を
初
め
、
テ
ー

マ
設
定
や
話
し
や
す
い
議
論
の

進
め
方
、
わ
か
り
や
す
い
説
明

と
資
料
作
成
な
ど
、
市
民
参
加

の
拡
大
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

手
法
等
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

所
の
確
保
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
市
と
し
て
の
確
保
策
の
検

討
に
加
え
、神
奈
川
県
に
対
し
、

県
の
管
理
す
る
施
設
を
活
用
し

た
津
波
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
創
出

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
る
。

質
問　

耐
震
化
等
を
予
定
し
て

い
る
鵠
沼
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、

海
抜
約
四
㍍
で
、
津
波
時
に
機

能
を
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
り
、
抜
本
的
な
解
決
策
と
し

て
早
急
な
建
て
か
え
が
必
要
と

考
え
る
が
、見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

建
て
か
え
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
再
整
備
プ
ラ
ン（
案
）

の
中
で
長
期
プ
ラ
ン
に
位
置
づ

け
て
い
る
が
、
津
波
浸
水
想
定

区
域
内
に
お
け
る
地
区
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
確
保
の
重
要

性
を
十
分
認
識
し
て
お
り
、
現

在
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。
今

後
、
総
合
的
に
判
断
し
、
再
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。


